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平成２８年９月定例会一般質問表 
 

                            ９．５、６、７                           

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 
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私は「南陽市に住んでみたい、行ってみたいと思えるよ

うな誇りある南陽市」をめざして※ロハスシティー南陽を

唱え、一般質問を通し政策的な提案をしています。以下の

ことについて、市長にお伺いします。 

 

※ロハス:Lifestyles of Health and Sustainability 頭文字をとっ

た略語で、健康と環境、持続可能な社会生活を心がける生活

スタイル「LOHAS」ロハスのこと。 

 

１．スポーツの町ＮＡＮＹＯ構想について 

スポーツは楽しく、人生を健康で豊かに過ごすために欠 

かせません。もちろん、ナンバー１をめざす競技力の向上

も大事ですが、青年からシニアまでほどよいスポーツをす

ることにより、ロコモティブ症候群の予防効果から健康寿

命の延伸にもつながります。 

また、本市の介護保険財政支出の軽減にも貢献します。

一石三鳥いいことづくめです。 

そこで、南陽市の地理的なメリットを活かしながら、置

賜一のスポーツの町をつくることが南陽市を若返りさせ活

性化する良い方法と考えます。 

ついては、市長に次のことをお伺いします。 

 

（１）花公園一帯のスポーツエリア整備構想 

 

① 多目的屋内スポーツ施設の建設―県事業の誘致 

 

② 花公園スポーツエリアのグランドデザインと整備計画

基本的には、各種スポーツ競技において正規の大会が 

できる基準を満たす施設であること。 

 

ア 吉野川水辺の空間整備事業はグランドゴルフ場に。 

 

イ 既存のグランドゴルフ場等は toto を活用したサッカ

ー場に。 

 

ウ ペットも遊べるドッグランをつくる。 

 

③ 花公園施設（体育館も）とハイジアパーク、向山球場

との連携策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 

教 育 長 

関係課長 
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受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 
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（２）ソフト事業 

 

① 「いきいき百歳体操」「花の山形！シャンシャン体操」

の普及 

 

② スポーツしてから温泉に入る効果の宣伝 

 

２．地域医療構想と公立置賜南陽病院改築について 

このことについては６月定例会で質問しましたが、８月

１１日まで行われたパブリックコメントと市町村・関係機

関意見を経て９月の医療審議会で確定し、その後、来年３

月までに公立病院改革プランが策定されます。 

ついては、以下のことについて、市長のお考えをお伺い

します。 

 

（１）公立置賜南陽病院改築計画について 

 

① 地域医療構想への本市の意見は。 

 

② モリノミクスの一環として木造建築は。 

 

③ 本市の負担割合と負担方法は。 

 

④ 建設場所と現病院の取り壊しは。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 

関係課長 
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受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 
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番 
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裕 

 

昭 

 

 

議 

 

員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．国際的に通用する人材の育成 

 

（１）先の６月議会において国際的に通用する人材の育成に

ついて質問をさせていただきその中でディベート教育

の充実や国際バカロレアへの取り組みなどについて提

言をさせていただきましたが、この度文部科学省より発

表された学習指導要領において新たに「アクティブラー

ニング」を取り入れた教育が提唱されました。 

   これは、先の６月議会においてご答弁いただいた「２

１世紀を自ら切り拓き逞しく生き抜く子供の育成」の内

容に照らし、非常に追い風になる内容であると考えま

す。 

   しかし「アクティブラーニング」については、教員の

理解度にまだまだ個人差があるとの指摘もあり理解度

の低いままでの導入となれば「教育の機会均等」の原則

が崩れる恐れもあると考えます。 

   そこで、今後導入される「アクティブラーニング」の

南陽市における現在の状況及び導入までの取り組みに

ついてお伺いいたします。 

 

① 現在、例えばモデルケースとして市内の学校で「アク

ティブラーニング」を授業に取り入れたケースはあるか。 

 

② 現在、市内の教職員で「アクティブラーニング」に精

通している方はおられるのか 

 

③ 今後、市内の教職員を対象として「アクティブラーニ

ング」の理解を深めるための研修会などは考えているか。 

 

２．保育料の助成について 

 

（１）日本の急速な少子高齢化に伴い、南陽市においても今

後大幅な人口減少が見込まれており、これについては市

で発表している「南陽市まち・ひと・しごと創生総合戦

略」においても将来の危機として認識されているところ

であります。 
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教 育 長 
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受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 
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本市で行っている補助事業である「３人っ子ハッピー

サポート事業」は、自治体の存続自体を揺るがしかねな 

いこの危機的状況について、行政として積極的に対策を

行っていく姿勢を示した施策であり、その理念について

は大いに賛同するところでありますが、現状の支援体制

が真に充分な状況であるかどうかについては、事業自体

がまだ新しいこともあり検証が必要であると考えます。 

   第３子以降の保育料助成を謳った「３人っ子ハッピー

サポート事業」の事業目的は、より多くの市民の方たち

に安心して３人目以降の子育てができる環境を推進す

るものと理解しておりますが、実際に保育料の助成を受

けるにはその者の属する世帯の当該年度の所得割課税

額の合計額が算定の基準になっており、例えば１号認定

の児童が対象の世帯が保育料の全額の助成を受給でき

るには所得割課税額の合計額が４８，６００円まで、そ

して２号３号認定では９７，０００円までと非常に少な

い課税額となっています。 

   この助成金の受給基準や内容について、何点かお伺い

いたします。 

 

① ３人目以降の保育料を、所得割課税額の合計額に応じ

て１／４から段階的に全額まで補助する事業であるわけ

ですが、課税額の合計では全体像が見えにくく議論が困

難と考えます。 

   参考例として、私が考える一般的な核家族（夫婦と子

供３人）の場合に、１号認定の児童が対象の世帯が保育

料の全額の助成を受給できる所得割課税額の合計額が

４８，６００円では年収はどの程度の額になるのか。 

   また、同条件での２号３号認定で所得割課税額の合計

額が９７，０００円の場合、年収はどの程度の額になる

のか。 

 

② 所得割課税額は保育料の算定基準が基になっているよ

うだが、その基準は全国一律なのか。 

 

③ 昨年の受給実績はどのようになっているのか。 

 

 

市  長 

関係課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ５ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 
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１．「中小企業の振興」を推進するトータルサポート体制の

構築について  

      

（１）山形県は、雇用創出のため、成長戦略の１つに「中小

企業の振興」を掲げています。昨年１０月に策定した「や

まがた創生総合戦略」では、国の地方創生を追い風に加

速させる考えです。この「中小企業の振興」を推進する

ため、県では、中小企業振興課及び各総合支庁内産業経

済企画課と山形県企業振興公社に「山形県中小企業総合

窓口（中小企業トータルサポート）」を設置しています。 

「どのような支援機関・支援制度があるのかわからな

い」、「どの支援機関に相談すればいいかわからない」、

「同じような支援制度が多く、どの制度を使ったらいい

かわからない」・・・そんな声に答えてくれます。県内

の中小企業・小規模事業者・創業者等が、中小企業トー

タルサポートへ相談すれば、各種の案内・紹介をする、

というものです。 

しかしながら、日々の営業活動に多忙を極める小規模

事業者は、これらの情報を的確に捉えて関係先に出向

き、自社の成長戦略に取り入れる時間的余裕はありませ

ん。市が橋渡し役を担い、県・振興公社・商工会・金融

機関・税理士会・社労士会等と連携し、市内での説明会

等を開催し、小規模事業者が積極的な経営を展開できる

「南陽版トータルサポート体制」を構築すべきと思いま

すが、どのようにお考えでしょうか。お伺いします。 

      

２．中小企業振興条例の制定について   

    

（１）「小規模企業振興基本法」（小規模基本法）が平成２６

年６月２０日制定されました。経済産業省が提出した基

本法としては、昭和３８年に制定された「中小企業基本

法」以来の二つ目となり、大きな方向性を打ち出すもの

として、今後長期にわたり施策策定の重要な指針となる

と思われます。      

県単位では、山形県ほか３８県で制定済であり、区・

市・町単位でも、米沢市・飯豊町をはじめ全国１４７の

区・市・町が制定済です。    
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受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 
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求める者 
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当市でも早急に条例を設置し、市民の事業意欲の向上

に資するべきと思いますが、どのようにお考えでしょう

か。お伺いします。  

     

① 小規模企業振興基本法の背景と概要  

    

② 小規模企業振興基本法第７条への本市の今後の取組み

        

３．第５次南陽市総合計画後期基本計画について 

      

（１）除排雪について 

除雪について表記のあります「３．健康のまちづくり 

６）安心して生活しやすい環境づくり ③ 雨・雪に強い

地域づくり」について市民目線との確認の意味合いを含

めてお伺いします。    

   

① 現在取り組まれている間口除雪の状況はいかがですか。 

       

② 現在、市の除雪計画と地区長を代表とする市民要望と

の相違点はありますか。あるとすればどのようなことで

しょうか。 

      

③ 充実を図るとは具体的にどのような内容でしょうか。

※ 金山地区では山形南陽線のバイパス化により、旧県道  

が市道に編 入されました。沿線の住民の方々は県と市の

除雪対応に隔たりがあり、その違いを実感し困惑してい

ます。      

 ※ 充実とは「国道・県道」そのような除雪を指してい

るのでしょうか。  

    

（２）行政施策指標について 

「５．まちづくりの指標 ６）行政施策指標」につい

てお尋ねします。平成３２年度の目標の数値は非常に厳

しく、特に将来負担率２０２．０％は県内最悪の指数で

はないかと思います。市民の方々はこの数値を見たとき

に驚きと不安が生じたのではないでしょうか。過去に無

い数値ですが要因はなんでしょうか。市民がホッとでき

る具体的な説明をお願いします。   

市  長 

関係課長 
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受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 
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１．防犯灯及び公共施設のＬＥＤ化促進について 

   

本市では、 

 

 ① 児童生徒の通学路及び住民の生活道路について、夜間 

  の地域住民の通行の安全確保と犯罪防止を図ること。 

 

 ② 地域における地球温暖化防止対策及び省エネルギー  

対策の推進。 

 

 のため「ＬＥＤ防犯灯整備補助金」を設け、防犯灯のＬＥ 

 Ｄ化普及に努めております。 

  上記目的と各地区の電気料金、修理費用の軽減、市の電 

気料補助金及び電気料等の歳出削減を図るためＬＥＤ化を 

促進すべきと考えますので、次の点についてお伺いいたし 

ます。 

 

（１）防犯灯ＬＥＤの、今年度申込件数及び実施件数はどう 

  だったのか。その結果、ＬＥＤ化率は何％になったのか 

  お伺いいたします。 

 

（２）防犯灯ＬＥＤ化についての、来年度以降の取り組みに

ついて、どのようにお考えなのかお伺いいたします。 

 

（３）市庁舎及び公共施設のＬＥＤ化について、どのように

お考えなのかお伺いいたします。  
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受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 
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１．白竜湖の景観保全について 

 

 ① 白竜湖については何度も議会で申し上げてきました 

が、大きな壁に阻まれ、進展もないまま時間だけが過ぎ

水の汚れ具合、悪臭、ヒシの繁茂、景観どれをとっても

今までにない最悪の状態であります。市当局として現在

の白竜湖をどう捉えていますか。また昨年「未来に伝え

る山形の宝」に選定されましたが、白竜湖も入ると聞い

ているが、どの部分が宝なのか、また、それによって何

ができるのかお伺いします。 

 

 ② 平成２４年頃は予算をとり、現在ある木歩道の補修

や、田植えの時期や大雨の際、水没してしまう駐車場に

砂利などを敷くなど対策を講じていたと思いますが、現

在木歩道の板は壊れたまま、駐車場は一年中水没したま

まで一番深い所で３０cm 近くあります。とても駐車場と

は言えない状態ですが、すべて承知していることかお伺

いします。 

 

２．十分一山景観保全について  

 

 ① 南陽イオンの森についてですが、平成２２年に桜の木

を３００本、平成２３、２４年に広葉樹を２４００本ず

つの植栽を実施。企業との協定は３年間のみ、その後の

管理は市において十分な管理を施し、市民の期待に応え

られるよう森づくりの推進を図っていくとのことでし

たが、３年目の広葉樹２４００本の植栽から４年経過し

たが、毎年どのようなことを実施されたのかお伺いしま

す。 

 

 ② 今年２月やまがた絆の森（もくロックの森）協定が結

ばれました。この協定は平成３３年までの５年間下刈、

倒木処理広葉樹の森林再生に取り組むとありますが、前

に述べた南陽イオンの森についても管理していただけ

るのか。また、新たに植栽は行うのかお伺いします。 

   

３．市の教育について 

 

 ① 小中学生議会についてですが、南陽市を思ってのさま

ざまな素晴らしい意見、提案、要望等が出されました。

まず平成２７年度議会においての提案、要望について実

施された事案は何件で、どのように実施したのか。また、

平成２８年度については、去る８月１０日に議会に開か

れ、昨年にも増してさまざまな提案、要望がありました。 

 

市  長 

関係課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 

関係課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

関係課長 

 

 

 

 

 



 ９ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 

 

番 

 

 

川 

 

合 

 

 

 

 

猛 

 

 

議 

 

員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  今後どのような日程で精査をし、小中学生議員の皆様の

負託に答え実施されるのかお伺いします。 

 

 ② 児童の少数化についてですが、中川小学校は２０１９

年度には、現在５２名の児童数が、３５名となる見通し

である。１番多いクラスで７名、少ないクラスで３～４

名となってしまう。現行であればすべて複式学級となっ

てしまう。２０２０年には新たな学習指導要領が実施さ

れますが、このような少人数校でどのように対処される

のかお伺いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

関係課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 １０ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

番 

 

 

白 

 

鳥 

 

 

雅 

 

巳 

 

 

議 

 

員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．家庭から無くそう食品ロスについて 

 

（１）教育施設における学校給食や食育・環境教育などを通

して食品ロス削減のための啓発を進めるべきと考えま

すが、市長の見解を伺います。   

 

（２）家庭における食品在庫の適切な管理や食材の有効活用 

  の取り組みの推進を市報などで周知すべきと考えます 

  が、市長の見解を伺います。 

 

（３）飲食店等における「飲食店で残さず食べる運動」や「持

ち帰り運動」の展開など、市民、事業者が一体となった

取り組みを進めることも重要と考えますが、市長の見解

を伺います。 

 

（４）各種宴会などでの会食の際、開宴から３０分間とお開

き前の１０分間は食事を楽しむ時間とした「３０・１０

運動」の推進・取り組みを提案しますが、市長の見解を

伺います。 

 

２．水道管や下水道管の老朽化と今後の管理対策について 

 

（１）水道事業が開始されて数十年が経過し、水道管として

使用された既存の石綿管撤去と布設替えの予定につい

て伺います。 

 

（２）現在の水道管は地震に対応できるようにジョイント部

が可動する物が使用されているが、従来布設された鋳鉄

管内の腐食や錆など、今後の劣化対策について伺いま

す。 

 

（３）水道管本管から家庭に給水する引き込み管がいまだに

鉛管を使用されている地域があると聞いておりますが、

その実態について伺います。 

 

 

 

 

市  長 

関係課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 

関係課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 １１ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

番 

 

 

白 

 

鳥 

 

 

雅 

 

巳 

 

 

議 

 

員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）一般家庭での給水管の水漏れについてはメーターで確

認できますが、水道管本管の水漏れ対策についてはどう

対応されているのか。また、本管の点検頻度はどのよう

になされているのか伺います。 

 

（５）人口減少により空き家も増える一方で、既存の水道管

や下水道管の未使用が増大し、その維持管理や供給する

管、設置されたマンホールなどへの影響が出始めている

と思いますが、そのような過疎化が進んでいることへの

今後の対応や対策について伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 

関係課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 １２ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１ 

 

番 

 

 

板 

 

垣 

 

 

致 

 

江 

 

子 

 

 

議 

 

員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．市政全般 第５次総合計画後期基本計画 

 

（１）健康のまちづくり 

 

 ① 子育て支援サービスの充実について 

   白岩市長は３年目となる２８年度の施政方針で施策 

  の一番目に子育て支援宣言都市として、安心して子ども 

  を育てられる環境づくりに一層力を注ぐとして「子ども 

  を産み育てやすいまち」とされました。第５次南陽市総 

  合計画後期基本計画でも、地域や企業が家庭と連携して 

  子育て世代を社会全体でささえると共に、一時預かりや   

学童保育、障害児保育、働く女性の支援などきめ細かな 

子育て支援サービスの充実により子育てを楽しめるまち 

  づくりを進めるとされております。子育てに係る経済負 

  担を軽減する「３人っ子政策」も今年度は一段と進めら 

  れ、保育料の軽減枠の拡充や給食費の助成は、経済的に 

  きびしい家庭の子育てに少しでも余裕できるものと思 

  われます。 

   また、乳幼児保育施設の増築により、０才児、１才児 

  の受け入れ人数が増えることは、働きながら出産・子育 

  てをする女性には大きな安心となります。しかし、共働 

  きや一人親の保護者にとって今一番求められているの 

  は「病児保育」ではないでしょうか。保育所に通う子ど 

  もが急に発熱したら、預かってくれる祖父母もいない、 

  仕事を休まざるを得ない、でも急には休みにくいし、休 

  めない状況にあったりと切実です。国でもその体制は必 

  要とし、今年度から「病児保育」の充実に本格的に乗り 

出し、対応する病院や保育所に補助金を手厚く支援する 

と２７億円の予算を計上しました。山形県内での病児対

応型施設は８施設で、病後児対応型と体調不良時対応型

を含めると５１施設。県はこれらを１９年度まで５７施

設に増やす数値目標を掲げています。 

 

ア 南陽市では病児保育の必要性をどう考えているのか、 

  また今後の取り組みをお伺いします。 

 

 

 

市  長 

関係課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 １３ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１ 

 

番 

 

 

板 

 

垣 

 

 

致 

 

江 

 

子 

 

 

議 

 

員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 現在、南陽市では病後児保育を赤湯ふたば保育園で行 

  っているがその状況は。また今後ほかの地区に増やす予 

  定など考えているのかお伺いします。 

 

 ② 温泉を活かした健康増進プログラムについて 

   第５次南陽市総合計画前期基本計画からの継続でも 

  ありますが、赤湯温泉やハイジアパーク南陽などの温泉 

  を活かして、市民の健康づくりを促進するとともに、健 

  康保養やリハビリなどの訪れる健康保養基地として、保 

  養機能の強化を検討するとされ、主な事業としてハイジ 

  アパーク南陽利用促進事業や温泉保養機能活用検討事 

  業があげられています。 

   また、後期基本計画では新規施策事業として温泉健康 

  相談事業や温泉、自然を利用したリラックス方法の情報 

  提供に努めるとされています。 

 

ア それらの事業は今まで具体的にどのような取り組みが 

 なされてきたのか、また、今後どのような取り組みや実 

 行をめざすのかお伺いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 

関係課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 １４ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５ 

 

番 

 

 

佐 

 

藤 

 

 

 

明 

 

 

議 

 

員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．介護保険の見直しについて 

 

（１）厚生労働省は８月１９日の社会保障審議会介護保険部

会に現在１割負担となっている介護保険の利用料を２

割に引き上げるなど、大幅負担増を強いる見直し案の論

点を示しました。すでに示されている「要介護１・２」

の人に対する生活援助や福祉用具貸与の自己負担とあ

わせて、耐え難いサービス取り上げと負担増を強いるも

のです。介護保険利用料は昨年８月から一定所得者につ

いて２割に引き上げたばかりです。見直し項目に上げら

れている「補足給付」（施設入所の低所得者に対する食

費・居住費補助）も、昨年８月、給付を受けていた人の

切り捨てを行ったばかりです。見直しから１年もたたな

いうちに再び見直して際限のない負担増と給付減を強

いるなどは到底許されるものではありません。すでに行

われた制度改悪によって「補足給付が受けられなくな

り、１０数万円もかかる。家族の生活も破綻してしまう」

など、深刻な声が、認知症の人と家族の会のアンケート

に寄せられています。厚生労働省は制度見直しの理由に

ついて「制度の存続」を掲げておりますが、これでは国

民はサービスが取り上げられ、負担増だけが強いられる

ことにしかなりません。安倍首相が掲げる「介護離職ゼ

ロ」を本気で実施するというのなら、際限のない負担増

とサービス切り捨てをやめて、だれもが安心して必要な

サービスが受けられるように施設や担い手を増やし、利

用者の負担軽減をはかるなど、命と生活を支える制度に

見直すべきです。 

 

 ① ４項目の見直しでどの程度の負担増となるのか。対象

者数、金額は。 

 

 ② 実施されれば、担当課、施設等の負担増も考えられま

すが、どのように対応されるのか。 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 １５ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５ 

 

番 

 

 

佐 

 

藤 

 

 

 

明 

 

 

議 

 

員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．認知症サポーター養成について 

 

（１）国が２００５年から認知症の人と家族を応援する「認

知症サポーター」の養成を始め、今年６月末で７７３万

人（全国で）に達したとの報道もありましたが、今後「認

知症サポーター」養成講座を持続的に継続されるのか。 

 

（２）認知症に対する状況と今後の対応は。 

 

３．東北中央自動車道について 

 

（１）福島～米沢北間、南陽高畠～山形上山間の進捗状況及 

  び見通しは。 

 

（２）新潟山形南部連絡道路の進捗状況及び見通しは。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

市  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 １６ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

番 

 

 

片 

 

平 

 

 

志  

 

朗 

 

 

議 

 

員 

 

 

 

 

 

 

   

１．公共施設等の総合管理計画のあり方について 

 

  過去に建設された公共施設が、これから更新時期または

解体、統廃合等を迎える中、地方公共団体の財政は依然と

して厳しい状況にあり、人口減少などより今後の施設の利

用需要も変化していくと考えられます。そこで将来を見据

えた公共施設等の管理運営計画が重要になってきます。そ

の観点から次の何点かお伺いします。 

 

（１）使用されていない公共施設等の現状について 

 

 ① 棟数、延べ床面積、使用されていない主な原因等。 

 

（２）公共施設等の総合管理計画の進捗現状は。何をコンセ

プト(骨格)に計画しているのか。 

  

（３）解体する場合の財源の確保は。 

 

 

２．児童公園の今後のあり方について 

 

  身体は欧米並みに発達していますが、子供たちの運動能

力低下や、創意工夫をし、挑戦し、失敗して「逞しく生き

る力」の貧弱さを感じています。またこれらの取り組みは

学校教育のみではおのずと限界があります。 

  これらの要因の一つに、現在外で遊ぶ機会が少なくなり

テレビゲームや、パソコンゲームなどの知的な遊び(中で

の遊び)が増えている事があげられます。自然環境の中で

五感を使ってたっぷりと遊ぶことは、子供たちにとって生

きることそのものだと思います。 

今後、整備された児童公園がそのような環境を子供たち

に提供でる事を切望し、そのような観点から何点かお伺い

します。 

 

（１）本市の児童公園の現状。 

  (箇所数・備付遊具の状況・利用者数等) 

 

（２）遊具の撤去と今後の児童公園の方向性について。 

 

（３）児童公園を活用した「冒険遊び場」設置の提案。 

 

 

 

市  長 

関係課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 

関係課長  

 


